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｢現代のお笑い｣ に関する一考察
｢ブーム｣ から ｢現代若者文化｣ へ
西 条 昇*
は じ め に
2009年現在, テレビを中心としてラジオ, DVD,
CD, ライブ, 映画, 出版, CM, BB, モバイル
など, 様々なメディアに ｢現代のお笑い｣, そし
て ｢お笑い芸人｣ が溢れている｡ こうした状況は







てみたい｡ お笑いの流れとしては, 1980 年の
｢MANZAIブーム｣ をキッカケに当時の若手芸
人による ｢漫才｣ ｢コント｣ ｢漫談｣ ｢物真似｣ な
どのネタが旧来の寄席演芸から分離して若者対象














させた｡ 本稿で言う ｢現代のお笑い｣ は 2003年












第四節 “キラーコンテンツ” としての ｢現代のお笑い｣
第二章 ｢現代のお笑い｣ の確立とその歴史的背景












ト｣, ｢漫談｣, ｢物真似｣, それにキャラを設定し
た上での ｢漫談｣ とも ｢一人コント｣ とも言い切

















あるが), 客層も若者中心の ｢現代のお笑い｣ に
対し, 団塊の世代や “アラサー”, “アラフォー”
の男女が中心と言える｡ そもそも, ｢現代のお笑



















人気番組となる｡ テツ andトモの ｢なんでだろ
～？｣, ダンディ坂野の ｢ゲッツ！｣, はなわの
｢S・A・G・A, 佐賀！｣, 波田陽区の ｢～って




















本来, ｢芸人｣ は, お笑いだけに限らず, 人前
で芸を演じることを生業とする人々の総称であり,
狭義としては ｢寄席芸人｣ ｢上方芸人｣ ｢浅草芸人｣
といったように寄席や演芸場で笑いの芸の修行を
積んだ人たちのことを指すニュアンスが強い言葉




の 2003年に 1回となり, 2005年は 10回, 2007
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年は 7回, 2009年には 19回と大幅に増えている｡
2004年にお笑いブームと言われてから, ｢フォー
｣ のレイザーラモン HGが 2005年, ｢がっか
りだよ！｣ の桜塚やっくんが 2006年, ｢そんなの
関係ねぇ！｣ の小島よしおが 2007年, ｢グゥ～｣
のエド・はるみが 2008年, ｢トゥース！｣ のオー
ドリーが 2009年と, “時の人” ともいえる人気者
が毎年入れ替わるように登場し続けているが, こ
の間に若手芸人の出演する番組は益々増え続けて
いることが分かると同時に, ｢芸人｣ が ｢現代の
お笑い｣ の演じ手を指す言葉として世間一般に急
速に浸透し, 定着していく過程も見て取れる｡
図 2は, 同様に ｢芸人｣ という言葉が朝日新聞






2ヶ月間で ｢人気芸人｣ が 14回で最多, 次いで
｢女芸人｣ が 13回｡ 他に ｢芸人｣ ｢一発屋芸人｣
｢インテリ芸人｣ ｢お笑い芸人｣ ｢旬芸人｣ ｢ピン芸
人｣ ｢若手芸人｣ ｢ツッコミ芸人｣ などがあった｡
｢芸人｣ が使用された番組は, 『エンタの神様』
『爆笑レッドカーペット』 などの ｢ネタ番組｣ の
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『うたばん』 『HEY! HEY! HEY!』 などの音楽番
組, 『クイズ雑学王』 『Qさま』 などのクイズ番
組, 『はなまるマーケット』 『スッキリ』 『めざ
ましどようびメガ』 などの午前中のワイドショー


































場を持っていた吉本興業は 94年に ｢銀座 7丁目
劇場｣, 95年に ｢渋谷公園通り劇場｣ を東京に開
館するも, 規模が小さく採算が取れないことなど
から 99年までに閉鎖(4)｡ 改めて 2001年に新宿に
｢ルミネ theよしもと｣ (458席), 2006年に渋谷
に ｢ヨシモト∞ (無限大) ホール｣ (282席) と
浅草に雷 5656会館を週末のみ借りる形の ｢よし
もと浅草花月｣ (325席), 2007年に神田神保町に
｢神保町花月｣ (126席) を相次いで開館し, 2009
年も品川に ｢よしもとプリンスシアター｣ (445





























目の入場者数 4.5 万人で総売り上げ 4.0 億円, 2
回目の 2008年が入場者数 5.5万人で総売り上げ






全国 12 箇所の TOHO シネマで生中継されるこ











『M1グランプリ』 (朝日放送, 優勝賞金 1,000万
円) は結成 10年以内という参加条件があるが,
｢ピン (一人) 芸｣ による 『R1ぐらんぷり｣ (関
西テレビ, 優勝賞金 500万円) と ｢コント｣ によ
る 『キングオブコント』 (TBS, 優勝賞金 1,000
万円) はキャリアに関する制約はなく, いずれも
所属プロダクションを問わず, アマチュアでも参
加できる｡ 『M1』 が 1回目 (2001年) の 1,603
組から 8回目 (2008年) の 4,489組, 『R1』 が 1
回目 (2002年) の 339組から 7回目 (2009年)
の 3,400 組へ, 『キングオブコント』 が 1 回目



















































舎が ｢スクール JCA｣, 2002年にホリプロが ｢目
黒笑売塾｣, 2004 年にサンミュージックが



























































2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007
出展：ぴあ総合研究所・編 ｢ぴあエンターテイメント白書 2008｣ より｡ 吉本興業決算資料を元にぴあ総研作成｡
※四捨五入の関係上, 合計が一致しない場合がある｡
※2005年度以前の制作事業の内訳は公表されていない｡
※イベントには ｢LIVE STAND｣ をはじめ, 全国で展開されているお笑いツアー興行も含む｡













































図 5の売上グラフの “その他” と言う部分にも






































た｡ こうした ｢ネタのタレ流し状態｣ に一石を投
じたのが 1963年に日本教育テレビ (現・テレビ









どで芸を磨いた ｢コント｣ のトリオや ｢漫談｣ の
芸人たち, それにジャズ喫茶出身の ｢コミックバ
ンド｣ などが中心だった｡ 落語家では林家三平















が, 1980年に大きなエポックが訪れる｡ 同年 1
月にフジテレビ系列の関西テレビの日曜夜 9時台
の 『花王名人劇場』 枠で放送された 『激突！漫才
新幹線』 の回が好評を博したのを受けて, フジテ
レビが同年 4月に火曜夜 8時台の 『火曜ワイドス
ペシャル』 枠で 2～3 ヶ月に一度のペースで
『THE MANZAI』 の放送を開始｡ 最高視聴率








イトルで漫才を ｢MANZAI｣ と表記し, 派手な
電飾セットをステージ中央に置き, 出囃子の代わ
りにディスコ音楽を使用｡ 客席には大学生中心の
若者が集められた｡ ツービート, B & B, 島田紳
助・松本竜介, ザ・ぼんちなどの出演者は, 学歴,




























































ン, 海砂利水魚 (現・くりぃむしちゅ～) らに














































『THE MANZAI』 では 10分前後, 『爆笑オン










“ギター侍” の波田陽区, “スケバン恐子” キャラ
の桜塚やっくん, 中世の王侯貴族キャラで漫才を
する髭男爵, “イケメンホスト” キャラの狩野英


































































法は, 2007年に TBSの深夜枠で始まった 『あら




































のではないか｡ 具体例を 1つ挙げてみたい｡ 『爆




































1980 年に起きた ｢MANZAI ブーム｣ と 2004















ピュラーサイエンス』 2005年 1月号の ｢お笑い
ブームを検証する｣ と題した記事で, ｢今回のお
笑いブームは来年の前半には終わると思います｣
と断言している｡ 朝日新聞の 2005年 1月 14日の
朝刊には ｢お笑いブームは今年が勝負｣ と題した
記事が載り, TBS メディア研究所が発行する
『新・調査情報』 の 2005年の 9月号には, ｢お笑
いブームはバブル崩壊寸前？｣ と題した記事もあっ











2006年 5月 20日の読売新聞大阪版朝刊に ｢お笑
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いブーム拡大 吉本興業が最高益/2006年 3月期





る｡ 2007年には 『爆笑レッドカーペット』 が始
まり, そこから更に多くの若手芸人の人気に火が

























































































開始当初, 原稿の中に ｢若手芸人｣ という表現を




ことがあるのだ｡ 結局, 話し合いの末, ｢若手芸
人｣ という表現のままでも問題はないということ
になったが, その時点で ｢芸人｣ に差別的なニュ
アンスを感じる人もいるという事実に改めて驚か
されたのを覚えている｡ はからずも, 新聞のテレ
ビ欄に ｢芸人｣ の文字が躍り始めるのは, その直


























るんだけど｣ という言い回しの ｢ウケる｣ (＝目
の前の人を笑わせること｡ または, 笑わせられた





























Kids, TOKIO, V6, 嵐らが自らメインのバラエ
ティ番組でカブリモノなどの奇抜な扮装したり,
若手芸人と積極的に絡んだり, ジャニーズ・アイ













お わ り に
本稿では, ｢現代のお笑い｣ について, 様々な
データや新聞資料をもとに, 第一章ではお笑い市
場をめぐる現状と背景, 第二章では 『エンタの神




















( 1 ) 2004年 4月 6日, 朝日新聞夕刊 ｢熱いぞ！若
手芸人 新鮮なお笑い探して各局がネタ披露番組｣,
2004年 8月 30日, 読売新聞夕刊 ｢MANZAIブー
ムの仕掛け人・澤田隆治が見る, 笑いの今｣,
2004年 9月 14日, 朝日新聞夕刊 ｢ピン芸・コン
ト才能続々 お笑いブームで大きな波｣, 2004年
12月 19日, 産経新聞朝刊 ｢若手芸人ブーム “意
外性” に笑いアリ 日テレ系 ｢エンタの神様｣ 火
付け役｣, 2005年 2月 18日, 朝日新聞朝刊 ｢お
笑いブームの ｢次｣ への動き｣｡
( 2 ) 『エコノミスト』 毎日新聞社, 2008年 4月 8日
号 ｢エコノミストレポート｣ pp. 101103.
( 3 ) 同上｡
( 4 ) 2007年 10月 6日, 朝日新聞夕刊 ｢ヨシモト首
都攻勢 劇場数, 大阪上回る四つに｣｡
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人には, 青木さやか, 波田陽区, アンガールズ,
スピードワゴン, バナナマン, 狩野英孝, 小島よ
しお, オードリー, U字工事などがいる｡
( 6 ) 『GALAC』 放送批評懇談会, 2007 年 12 月号
｢特集・芸人ブームのポストモダン 芸人ブーム
は何故起こった？｣, pp. 1225.
( 7 ) 2006年 8月 19日, 読売新聞夕刊 ｢お笑いブー
ム支える DVD 人気者の本業, 発表の場｣｡
( 8 ) 『AERA』 朝日新聞社, 2009年 3月 16日号 ｢2
億円に業界ドン引き ソフトバンクモバイル・孫
正義社長が仕掛けたお笑いコンテスト｣｡
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(18) 2009年 6月, 江戸川大学 マスコミ自主講座
エンタメ・コース, 小川祥二氏の講義より｡
(19) 2005年 8月 12日, 朝日新聞夕刊 ｢落語 CD,
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